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第3節　環境調和型製品の需要の拡大

１　

製品やサービスの購入にあたって、必要性を十

分に考慮し、価格や品質、デザインだけでなく、

環境のことを考え、環境への負荷ができるだけ少

ないものを優先して購入する「グリーン購入」は、

供給する側の企業にも環境負荷の少ない製品等の

開発や環境を考えた経営を促すことになり、循環

型社会づくりに重要な役割を担っています。

県では、「国等による環境物品等の調達の推進等

に関する法律」（グリーン購入法）の施行に伴い、

県自らが環境配慮商品等を優先的に購入するため、

平成13年4月、「福井県庁グリーン購入推進方針」

を策定しました。この方針に基づき、特に環境配

慮商品の購入を推進する重点品目や調達目標など

を毎年度「調達計画」として策定し、県のすべて

の機関で、計画的にグリーン購入に取り組んでい

ます。

平成16年度からは、公共工事における取組みを

さらに推進するため重点品目の分野に公共工事を

追加しました。平成18年度調達計画では、重点品

目を18分野192品目に拡大し取り組んでいます。

さらに、企業や県民へグリーン購入の取組みの

輪を広げていくため、平成13年7月、行政・企業・

団体で構成する「グリーン購入ふくいネット」を

設立し、セミナーの開催、ホームページや情報紙

による情報提供などを行っています。

平成18年3月には、「グリーン購入から始まる環

境と経済の好循環」をテーマに、また11月には

「地球温暖化とグリーン購入」をテーマにシンポジ

ウムを開催ました。

また、グリーン購入ネットワーク＊1が主催するグ

リーン購入大賞＊2において平成16年の第7回では清

川メッキ工業株式会社（福井市）が大賞（中小事

業者部門）を、平成17年の第8回では敦賀信用金庫

（敦賀市）が環境大臣賞を受賞するなど、県内では、

グリーン購入の取組みが進んでいます。

１　グリーン購入の推進【環境政策課】

13年度 12分野104品目　

14年度 14分野131品目

15年度 15分野141品目

16年度 17分野180品目

17年度 18分野182品目

18年度 18分野192品目

表3-2-3 調達計画で定める重点品目

重点品目

コピー用紙
（Ａ４換算）

印刷

文具類

事務用備品

作業服

インテリア･寝具

ＯＡ機器

家電製品

一般公用車

その他公用車
（特殊自動車等を除く。）

調達率（基準適合品数／総数）

100 ％（ 86,943／ 86,943千枚）

98.2％（ 1,560／ 1,589件）

99.9％（382,176／ 382,696点）

98.8％（ 671／ 679点）

100 ％（ 1,582／ 1,582着）

100 ％（ 113／ 113点）

98.4％（ 200／ 200点）

98.8％（ 81／ 82台）

100 ％（ 6／ 6台）

92.9％（ 39／ 42台）

表3-2-4 平成17年度の主要品目の調達実績

グリーン購入ふくいネット

■会 員 数 行政25、企業385、団体48 計458
（平成18年11月末現在）

■活動計画（平成18年度予定）
○　グリーン購入業種別セミナー（平成18年11月20日）
○　自治体グリーン購入研究会
○　イベント等での商品展示

「消費者総合フォーラム・交流展」（平成18年5月21日）など
○　ホームページによるグリーン商品、販売店、取組事例等の情報発信
○　情報紙の発行
○　展示用パネル、展示用グリーン商品の貸出

（http://www.gpfn.jp）
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コラム

＊１グリーン購入ネットワーク：グリーン購入の取組みを促進するために平成8年2月に設立された企業、民間団体、行政による全
国規模のネットワーク組織。会員数2,876団体（平成18年11月現在）

＊２グリーン購入大賞：「グリーン購入ネットワーク」が主催し、グリーン購入の優れた取組みを行う団体を表彰する制度で、平
成10年に創設。平成14年の第5回では、行政部門の大賞を福井県が受賞している。
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第２章　環境関連産業の創造と振興■

（１）リサイクル製品認定制度

福井県リサイクル製品認定制度は、リサイクル

製品の利用促進およびリサイクル産業の育成を図

り、資源循環型社会を推進していくため、主に県

内で発生する再生資源を利用して製造される製品

を県が認定するものです。

平成11年12月の施行から8年目を迎え、平成18年

3月末現在で70製品を認定しています。

平成18年度は、廃自動車シートを利用した椅子

や木の皮等を堆肥化した土壌改良材、火力発電所

から出る飛灰を利用したコンクリート製品など、9

製品を認定しています。

リサイクル製品の活用は、埋立処分場の延命化

やバージン原材料の節約など、循環型社会の推進

に大きく貢献することになります。

最近は、県や市町村の公共事業でもリサイクル

認定製品が積極的に利用されています。

県では、市町や国の出先機関にも積極的な活用

を呼びかけるとともに、平成18年10月に開催され

た「びわ湖環境ビジネスメッセ」や「とやま環境

フェア」への展示ブースの設置やホームページに

よる広報等を通じて、リサイクル認定製品がさら

に広く普及するよう取り組んでいます。

２　リサイクル製品の利用拡大【廃棄物対策課】

（２）リサイクル推進店

県では、再生品の需要拡大および廃棄物の減量

化・リサイクルに積極的に取り組んでいる店舗を

リサイクル推進店として登録しています。具体的

には、買い物袋の持参運動の推進、簡易包装の取

組み、ペットボトルや食品トレイ等容器包装の店

頭回収などを積極的に実施していることなどが登

録の要件となります。平成11年12月から登録を開

始し、平成18年度で8年目を迎え、131店舗が登録

されています。
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図3-2-6 福井県登録リサイクル推進店数
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注　販売額は事業者からのアンケートによるもので認定製品62品 品目中2 51中 品目1品目1 (82目(82目 ％2 ) ％) ％
　の回答により集計
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図3-2-5 福井県リサイクル認定製品販売実績・認定数
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３　県産材の活用【県産材活用課】

木材は、化石燃料や鉱物と違い再生産が可能な

こと、大気中の二酸化炭素（CO2）を炭素として固

定・貯蔵すること、鉄などに比べ少ないエネルギ

ーで加工できることなど、地球環境への負荷を軽

減するクリーンな資材として注目を集めています。

特に、県産材の利用は林業をはじめとする地域

産業の活性化を促し、健全な森林整備を通じて森

林の持つ多様な機能の発揮につながります。

県では、公共施設等の木造・木質化や公共土木

工事等への間伐材利用を推進するとともに、品

質・性能の明確な乾燥材等の安定的供給への取組

みに対して支援しています。

また、平成18年度からは、地域におけるグルー

プや企業等が、花と緑にあふれた地域づくりの一

環として県産材製品を活用した場合、その購入経

費等に対して助成をしています。

活用事例（ＮＰＯ法人による駅ホームへの木製プランターカバー設置）

コラム 地域の木でつくろう！【建築住宅課】

地域の木で家をつくることは、気候･風土に適応した健康で快適な住空間の形成だけでなく、地域山
林の保全、関連する地域産業の活性化、地域らしい住文化や街なみ景観の継承など、元気で豊かな地
域の形成にもつながります。
《助成制度の紹介》
今年度からスタートした「福井県ゆとりと安心の住まい支援事業」では、バリアフリーや省エネな

ど一定の性能を確保しながら使用木材の40％以上を県産材＊1とした在来木造住宅の取得に対して補助
を行っています。事業実績として、平成18年10月末現在の受付件数は16件となっています。

＊１県産材：県内で伐採された原木を県内で加工した木材


